
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９回塙保己一賞表彰式・記念コンサートを開催 

～和太鼓演奏もあります。ぜひご来場ください。～ 

埼玉県では郷土が生んだ偉人「塙保己一」のよう

に、障害がありながらも不屈の努力を続け社会的に

顕著な活躍をしている方や障害者を献身的に支援し

ている方を表彰する塙保己一賞表彰式を下記のとお

り開催します。【本庄市共催】入場無料です。 

日 時  平成２７年１２月１９日（土） 

午後１時～４時 

（午後０時３０分受付開始）  

会 場   セルディ ホール 

説
明
看
板
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。 

 

以
降
は
、
小
看
板
の
文
面
で
す
。 

 「
塙
先
生
百
年
祭
記
念
碑
に
つ
い
て 

 

総
検
校
塙
保
己
一
先
生
の
没
後
百
年

に
あ
た
る
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、
記

念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
際
、
塙
先
生
の
偉
大
な
業
績
を

記
し
た
記
念
碑
を
建
立
す
る
こ
と
が
計 

画
さ
れ
、
全
国
か
ら
寄
附
を
募
り
、
大

正
十
二
年
に
、
こ
の
塙
先
生
百
年
祭
記 

顕
彰
会
事
業
報
告 

塙
先
生
百
年
祭
記
念
碑
に 

説
明
用
小
看
板
を
設
置
。 

顕
彰
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に

移
転
改
修
し
た
保
木
野
の
塙
先
生
墓

所
の
北
隣
に
あ
る
「
塙
先
生
百
年
祭
記

念
碑
」
の
敷
地
内
北
東
隅
に
説
明
用
の

小
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。 

塙
先
生
百
年
祭
記
念
碑
は
、
塙
先
生

没
後
百
年
の
際
に
、
塙
先
生
の
偉
大
な

業
績
を
表
す
目
的
で
設
置
が
計
画
さ

れ
た
も
の
で
、
碑
の
題
額
（
タ
イ
ト
ル

の
筆
記
）
が
渋
沢
栄
一
に
よ
る
な
ど
、

特
筆
す
べ
き
内
容
を
持
つ
も
の
の
、
見

学
に
訪
れ
た
人
な
ど
か
ら
、
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
今
年
度

受賞者の方々（主な受賞理由） 

大賞：笹川吉彦 氏(８２歳) （東京都世田谷区） 

現公益社団法人東京都盲人福祉協会会長。

小規模だった同協会を、入会時から支え続

け、就労支援事業の展開、職業安定確保な

どにより拡大充実を図り、東京都高田馬場

に現在の会館を持つまでに成長させた。 
奨励賞：ロイ ビショッジト 氏(３７歳) （滋賀県 

彦根市） バングラデシュ出身。国際視覚障

害者援護協会の留学生として来日、現在、

滋賀県立盲学校で教鞭をとる。2005 年

ＮＰＯ法人バングラデシュ視覚障害者支

援協会ショプノ設立、募金により母国の視

覚障害学生に奨学金を提供。 
貢献賞：社会福祉法人日本点字図書館 （東

京都新宿区） 日本初の本格的な点字図書

館。創設者（設立者）は故 本間一夫 氏。

この図書館による情報は、視覚障害者の文

化向上の礎として生活になくてはならな

い存在となっている。 
 

表彰式後の記念公演で

は、和太鼓奏者の片岡

亮太氏と作曲家でジャ

ズフレンチホルン奏者

の山村優子氏による記

念コンサートがありま

す。ぜひお出かけを。 

念
碑
が
完
成
し
、
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
題
額
は

渋
沢
栄
一
、
撰
文
は
東
京
帝
国

大
学
名
誉
教
授 

芳
賀
矢
一
と

い
う
、
と
も
に
塙
先
生
の
業
績

を
高
く
評
価
し
、
温
故
学
会
の

設
立
を
行
っ
た
人
物
に
よ
る

も
の
で
す
。 

総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳

顕
彰
会
」 

百年祭記念碑の斜め前に設置。 

昨年の表彰式の様子 

【群書類従などの叢書や資料を紹介します…第 11 回】 

こ
の
た
び
、
顕
彰
会
事
務
局
よ
り
会
報

誌
の
起
稿
依
頼
を
受
け
思
案
を
重
ね
て

お
り
ま
し
た
。
種
々
の
会
合
や
事
業
等
の

雑
談
の
中
で
保
己
一
先
生
の
話
を
す
る

と
、
複
数
の
方
か
ら
聞
か
れ
る
の
が
塙
保

己
一
と
は
ど
う
い
う
人
な
の
か
、
偉
い
人

だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
具
体
的
に
な
ん

で
偉
い
の
か
、
何
を
し
た
人
な
の
か
を
わ

か
り
や
す
く
知
り
た
い
と
の
こ
と
な
の

で
、
今
回
は
わ
か
り
や
す
く
保
己
一
先
生

の
人
物
に
つ
い
て
年
齢
を
入
れ
て
、
な
る

べ
く
簡
潔
に
あ
く
ま
で
も
わ
か
り
や
す

さ
を
主
体
に
書
き
ま
し
た
。
な
お
、
堺
正

一
先
生
の
『
奇
跡
の
人 

塙
保
己
一
』
と

太
田
善
麿
先
生
の
『
塙
保
己
一
』
を
参
考

資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

一
、
記
憶
力
が
非
常
に
優
れ
て
い
た 

 

塙
保
己
一
は
七
歳
の
時
に
目
を
患
い

失
明
し
ま
す
。
当
時
は
寺
子
屋
制
度
の
時

代
で
、
他
の
子
ど
も
た
ち
が
本
を
読
ん
で

い
る
の
を
外
で
聞
い
て
い
て
内
容
を
全

部
覚
え
て
し
ま
い
和
尚
さ
ん
を
驚
か
せ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
保
木
野
村
に
は
な

ん
で
も
覚
え
て
し
ま
う
格
別
に
頭
の
良

い
子
が
い
る
と
世
間
で
大
評
判
と
な
り

ま
し
た
。 

ま
た
、
晩
年
の 

話
で
す
が
、
あ
る 

歌
会
の
選
者
に
頼 

ま
れ
た
際
、
詠
ま
れ
た
五
十
首
を
聴
い
た

後
、
家
に
帰
り
歌
を
思
い
出
す
と
ど
う
し

て
も
三
首
だ
け
思
い
出
せ
な
い
。
「
わ
し

も
こ
の
よ
う
な
も
の
を
忘
れ
る
よ
う
で

は
今
年
に
も
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
」
と
寂

し
そ
う
に
言
っ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て

い
ま
す
。
七
十
歳
に
な
っ
て
も
こ
の
よ
う

に
記
憶
力
は
驚
異
的
な
も
の
で
し
た
。
他

に
も
保
己
一
の
ず
ば
抜
け
た
記
憶
力
に

つ
い
て
の
逸
話
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

 

二
、
十
二
歳
で
最
愛
の
母
親
を
失
う 

 
 目

の
病
の
治
療
の
た
め
に
藤
岡
の
医

師
の
所
ま
で
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
何
よ
り
も
頼
り
に
し
て
い
た
母
親
を

十
二
歳
の
時
に
亡
く
し
ま
し
た
。
こ
の
不

幸
な
出
来
事
が
保
己
一
少
年
に
と
っ
て
、

自
覚
し
自
立
す
る
動
機
と
な
り
、
人
間
と

し
て
大
き
く
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

三
、
十
五
歳
で
江
戸
に
旅
立
つ
決
意 

 

江
戸
へ
行
く
と
目
の
不
自
由
な
人
が

勉
強
す
る
処
が
あ
り
、
三
味
線
や
針
灸
な

ど
の
指
導
を
し
て
く
れ
る
師
匠
が
い
る

と
い
う
話
や
太
平
記
読
み
と
い
う
、
物
語

を
し
て
お
金
が
稼
げ
る
職
業
が
あ
る
と

い
う
話
を
知
り
合
い
の
絹
商
人
か
ら
聞

い
て
、
江
戸
へ
行
こ
う
と
強
く
決
心
し
ま

す
。
お
寺
の
和
尚
や
父
親
が
金
策
と
江
戸

で
の
滞
在
先
確
保
に
奔
走
し
、
傍
示
堂
の

内
野
伝
左
衛
門
と
い
う
名
主
の
尽
力
で

旗
本
の
永
島
恭
林
家
の
江
戸
屋
敷
に
身

を
寄
せ
て
、
近
所
の
雨
富
須
賀
一
検
校
の

一
座
に
入
門
で
き
ま
し
た
。 

 

四
、
雨
富
検
校
と
の
出
会
い 

 
 こ

の
師
匠
こ
そ
は
保
己
一
の
運
命
を

大
成
さ
せ
た
大
恩
人
で
す
。
資
金
力
、
指

導
力
、
熱
意
、
温
情
を
備
え
た
師
匠
が
保

己
一
の
勉
強
好
き
を
み
て
生
活
の
面
倒

を
み
て
、
出
世
の
た
め
の
資
金
も
用
立
て
、

次
か
ら
次
へ
と
良
き
先
生
を
頼
ん
で
保

己
一
を
大
成
さ
せ
ま
し
た
。
三
十
歳
の
時
、

「
勾
当
（
こ
う
と
う
）
」
と
い
う
上
位
の

職
位
に
つ
く
た
め
の
百
両
は
雨
富
検
校

が
全
部
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

五
、
無
欲
で
清
廉
潔
白
な
人
柄 

 
 三

十
九
歳
の
時
、
重
い
病
に
か
か
っ
た

師
匠
か
ら
遺
産
を
保
己
一
に
譲
る
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
己
一
は

「
全
て
師
匠
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
出

世
す
る
こ
と
が
で
き
、
ご
恩
は
心
に
深
く

刻
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
お
金
は
、
他
の

弟
子
た
ち
に
お
分
け
く
だ
さ
い
」
と
か
た

く
な
に
断
り
ま
し
た
。
そ
れ
故
、
仲
間
か

ら
慕
わ
れ
周
囲
か
ら
尊
敬
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
保
己
一
は
生
涯
無
欲
で
通

し
た
人
格
者
で
す
。 

六
、
篤あ

つ

い
信
仰
心
、
強
い
意
志 

 
 三

十
四
歳
の
時
に
貴
重
な
書
物
が
散

逸
し
て
い
る
の
を
嘆
き
、
先
人
の
文
化
を

絶
や
さ
ず
後
世
の
人
々
に
伝
え
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
、
書
物
を
集
め
て
分
類

し
出
版
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
学
問
を
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
多
く
の
人
や
後
世
の
た
め
に
、

一
大
叢
書
と
し
て
の
『
群
書
類
従
』
の
出

版
を
決
意
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
信
仰
す

る
天
満
宮
に
、
完
成
す
る
ま
で
般
若
心
経

を
毎
日
百
巻
読
む
と
誓
い
ま
し
た
。 

 

七
、
三
十
八
歳
で
検
校
に
昇
進 

 

こ
の
検
校
と
い
う
地
位
が
そ
の
後
の

『
群
書
類
従
』
の
大
事
業
に
役
立
ち
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
位
に
よ
り
、
公
家
、

大
名
等
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
書
物
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
当
時
の

書
物
は
貴
重
で
あ
り
滅
多
に
他
所
の
人

間
に
は
見
せ
な
い 

と
い
う
閉
鎖
的
な 

時
代
背
景
が
あ
っ 

た
た
め
、
こ
の
役 

職
に
よ
り
保
己
一 

の
大
事
業
の
進
捗 

は
大
変
早
ま
り
拡 

が
っ
た
の
で
す
。 

 

塙
保
己
一
先
生
は 

ど
ん
な
人
物
か —

 
 

文
：
顕
彰
会
事
業
委
員 

野
口 

茂 

一大叢書『群書類従』 



   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課 本庄市児玉文化会館（セルディ）内 
 所在地 〒367-0216 埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２ 
 電 話 ０４９５－７２－８８５１  ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４ 

 
※点訳ボランティアグループ「ほきの六点会」の皆様により会報誌の点字翻訳版を作成していただ

きました。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。 

  

  
顕彰会への加入・継続をお願いいたします。 

年会費   個人会員 一口 千円 、 賛助会員（団体） 一口 一万円 

入会と会費納入の受付場所 本庄市役所４階生涯学習課と本庄市児玉文化会館(セルディ)、 

アスピアこだま内の児玉公民館で受け付けています。  

   ※ 郵便振替でもお申込みいただけます（ご希望の際には、下記へご連絡ください）。 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会は、平成１９年７月

２６日に市民参加による顕彰会として発足いたしま

した。顕彰会では、塙先生の遺徳と事績を広く顕彰し、

その精神の普及を図ります。毎年、命日の９月１２日

に塙先生の遺影に菊の花を捧げる顕彰祭を開催する

ほか、説明会など各種啓発事業を行っています。 

みなさまのご加入・会員継続をお待ちしております。 

 

本
庄
市
塙
保
己
一
記
念
館
に
あ
る
資
料
紹
介 

寛
政
十
二
年(

一
八
〇
〇)

の
告
文(

封
事
状)  

 年
十
二
月
二
十
日
に
塙
殿(

保
己
一)

に

惣
晴
の
告
文
を
出
す
。
今
後
は
全
国
ど

こ
に
お
い
て
も
塙
惣
晴
の
検
校
と
名

乗
っ
て
良
い
。
」
と
な
り
ま
す 
 

（
上
写
真
の
文
言
） 

寛
政
十
二
庚
申
年
十
二
月
廿
日 

塙
殿
惣
晴
告
文
与
封
事
候
条 

向
後
塙
惣
晴
之
検
校
与
於 

何
国
茂
可
被
名
乗
者
也
、
仍
而 

告
文
如
件 

 

申
十
二
月
廿
日 

服
部
検
校 

 
 
 
 
 
 

葎
一
㊞ 

塙
検
校
坊 

 

表
書
之
通
封
事 

目
出
度
候
、
以
上 

職
豊
永
惣
検
校
㊞ 

申
十
二
月
廿
日 

記
念
館
に
は
当
道
座 (

盲
人
組
織)

に
関
係
す
る
資
料
と
し
て
告
文
を
七
点
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
こ
の
内
、
天
明
三
年(

一
七
八
三)

に
、
保
己
一
が
検
校
の
位
に
昇
進
し
た

時
の
告
文
は
、
す
で
に
本
誌
第
10
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
告
文
は
、

寛
政
十
二
年
に
保
己
一
が
「
惣
晴(

そ
う
せ
い)

の
検
校
」
に
昇
進
し
た
時
の
も
の
で
す
。

当
道
座
は
階
級
の
厳
し
い
社
会
で
、
全
部
で
七
三
段
階
の
階
級
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
当
道
座
に
入
門
す
る
と
「
初
心(

無
官)

・
打
掛(

う
ち
か
け
：
三
段
階)

」
か
ら
始

ま
り
、
次
い
で
「
座
頭(

ざ
と
う)

」
と
な
り
ま
す
。
座
頭
の
最
初
の
位
が
「
才
職
衆
分

(

さ
い
し
き
し
ゅ
う
ぶ
ん)

」
と
い
い
、
座
頭
だ
け
で
も
一
五
段
階
あ
り
、
次
が
勾
当(

こ

う
と
う)

で
三
五
段
階
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
別
当(

十
段
階)

か
ら
検
校
へ
と
進
み
ま

す
が
、
最
高
位
の
総
検
校
か
ら
十
番
目
ま
で
を
十
老
と
い
い
、
七
番
目
が
惣
晴
の
検
校

と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、
保
己
一
は
五
五
歳
で
し
た
。
文
書
の
内
容
は
、
「
寛
政
十
二 

  

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 
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ごあいさつ   
 “世のため 後

の ち

のため”― その大志を胸に、盲目でありながら不屈の精神

で大史料集である群書類従を編纂した塙保己一先生は郷土の誇るべき偉人で

す。その偉業は歴史に刻まれ、今後も人々の心に刻まれていくことと思います。

この偉大な先人も江戸時代の後期に没して後、来年には１９５周年を迎えます。

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、この節目に、また、旧本庄市と旧児玉町

合併１０周年を記念して上越新幹線本庄早稲田駅前に塙先生の銅像建立を計画

してまいりました。このため、銅像建立委員会や役員会などで会議・検討を重

ねてまいりましたが、いよいよ来年３月には銅像が完成する予定です。みなさ

ま、ぜひご期待ください。 
また、会員のみなさまには、日頃の顕彰会へのご理解・ご協力をお礼申し上 

げますとともに、寒さが増すこれからもご健勝でいらっしゃることを祈念いた 
しましてごあいさつといたします。 
                 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

会 長  吉 田 信 解 

 

  

ことし９月１２日開催の顕彰祭の様子 ― 来年は、いよいよ塙先生没後１９５周年を迎えます。 
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